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『エネルギー』を起点としたローカルＳＤＧｓ



2ご紹介
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鈴与商事株式会社
商号 鈴与商事株式会社

設立 1990年(平成2年)

本店所在地 静岡県静岡市清水区入船町11番1号

代表取締役会長 鈴木 輿平

代表取締役副会長 加藤 正博

代表取締役社長 伊藤 正彦

資本金(百万円） 2,000(2020年8月31日現在)

事業内容
石油・LPG・電力・都市ガス販売
エネルギー機器の販売・施工・保守
太陽光システム販売、飲料水販売

売上高(百万円） 115,243（2021年8月期）

〈グループ基本理念〉 『共生
ともいき

』  



3鈴与商事の置かれる事業環境
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静岡発祥・１８０１年創業の企業グループである

時代の要求に併せたエネルギー供給を生業
（石炭→石油→ガス→電力）

地球温暖化=温室効果ガス（ＣＯ２）の発生源⇄石油・ガス

ＳＤＧｓ・脱炭素・カーボンニュートラルの波

「地域」 「エネルギー」をｋｅｙとした取組みが使命

グループ基本指針＝『社会との共生』

「本業を通じた社会貢献」・「企業としての社会貢献活動」・「自然あるいは地球環境との調和」



4鈴与商事の取組み
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●農業と食の脱炭素リンケージ

●次世代への人材育成

『エネルギー』を起点とした

カーボンニュートラル

⇓

ローカルＳＤＧｓの実現

農業生産法人

食品製造

バイオガス
製造

農業残渣
食品残渣

再エネ発電設備
太陽光発電

リソース
アグリゲーション

行政連携

行動変容

経済性
向上

地域資源の
活用

環境教育

生産物・製品の
価値向上

環境
啓発

●地域ポテンシャル活用



5●農業と食の脱炭素リンケージ
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スマート農業の実践
（農業生産法人 ベルファーム）

• 収量拡大→生産性向上、基盤の強靭化

• 規格外品→加工、残渣のエネルギー化

• 県、農研機構、民間と連携、地域雇用創出

効率的なパートナーシップ構築

（地域ステークホルダーとの連携）

• 菊川市の学校給食残渣の引取

• 地元農業協同組合の農業残差の引取

• 地元財産区からバイオプラント用地提供

地域廃棄物のエネルギー化
（菊川バイオガスプラント）

• 地域廃棄物の脱炭素利活用
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再エネ発電設備の拡大
（清水港メガソーラー）

• 物流倉庫の屋根の活用

再エネ電気の有効利用
（リソースアグリゲーション）

• 蓄電設備を活用したＶＰＰ

• 需給ひっ迫時の調整力としての活用

地域事業への参画
・静岡市/エネルギー地産地消事業

脱炭素先行地域推進事業

・春日井市/公共施設への電力供給と
ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ推進に関する連携

・袋井市/ゼロカーボンシティの実現に
向けた包括連携

●地域ポテンシャルの活用
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7●次世代への人材育成
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行政との連携
（地域連携包括事業の創出）

• エネルギー起点のソリューション

• エネルギー以外の広い領域での連携

環境教育・環境啓発

• 静岡県の推進する環境教育との連携

• 未就学児・中等教育への施策導入

個人の行動変容
地域企業のＥＳＧ投資への誘導

• 市民講座への講師派遣

• 金融機関等との連携による啓発活動



8まとめ
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『ローカルＳＤＧｓ』の実現に向けて・・・

行政

地域
地元企業

市民・住民

ＮＰＯ

鈴与

『
共
生
』

環境と経済・社会の統合的向上

地域資源を活用したビジネス創出

生活の質を高める「新しい成長」

ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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フジドリームエアラインズ（FDA）は鈴与グループです。

ご清聴ありがとうございました。


